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 委員長  池上 雅純 

 

公式戦の於ける事故防止について 

（依頼） 

 

 夏休みを迎え、皆様方に於かれましては益々ご健勝のことと存じます。平素は大阪府サ

ッカー協会及び本委員会の事業にご理解ご協力下さり、誠にありがとうございます。 

 標記の件、昨今全国的に課題にあげられています暑熱対策をはじめ多種の事故防止に当

たり、下記の内容にてご理解ご協力賜りますよう宜しくお願い致します。 

 

記 

 

1． 公式戦に於ける暑熱対策及び雷・暴風雨・凶悪犯罪対応について 

 周知の事実ですが、昨今熱中症に関する事故が多発し、その防止対策が喫緊の課題と

なっております。また、自然災害及び凶悪犯罪への対応も同様と考えます。 

つきましては、プレイヤーズファーストの観点から選手の安全安心を担保することを

目的として、当委員会は次の通り指針を提案致しますので、今後ともご理解ご協力賜り

ますよう何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

2． 具体的な方策及び取り組みについて 

① ４種リーグのブロック長及び会場責任者は、日中の高温になる時間帯に於ける公式

戦の設定及び実施を可能な限り避けるよう配慮する。 

② ４種リーグのブロック長及び会場責任者は、給水タイムを積極的に設定及び実施し、

合わせてクーリングブレイクも可能な限り設ける。 

③ チーム関係者は、試合に支障のない限り直射日光を避けるため簡易テントなどの設

営及びベンチの持ち込みを可能とする。但し、風に飛ばされないよう対策し、降雨

についても同様とする。なお、会場責任者は、試合続行に影響を及ぼす場合にはそ

の設営に対してアドバイス及び指示する。 

④ ４種リーグのブロック長及び会場責任者は、雷鳴を確認した時点または暴風警報・

大雨警報を把握した時点に於いて、地域性を考慮の上、躊躇なく試合中断及び中止

を決定する。 

⑤ ４種リーグのブロック長及び会場責任者は、凶器による傷害事件など凶悪犯罪の容

疑者逃走を把握した時点に於いて、地域性を考慮の上、躊躇なく試合中止を決定す

る。 

以上 


